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Ⅰ　

事
業
の
実
施
状
況

１
．
博
物
館
事
業

⑴　

展
示
事
業

　

令
和
３
年
度
刀
剣
博
物
館
の
展
示
活
動
及
び
入
館
者
数
は
34
ペ
ー
ジ
表
１
の
通
り
。

⑵　

鑑
賞
会
事
業

　

定
例
鑑
賞
会

　

�

定
例
鑑
賞
会
は
８
月
及
び
12
月
を
除
く
毎
月
第
２
土
曜
日
に
、
午
前
１
回
、
午
後
２

回
刀
剣
博
物
館
講
堂
に
お
い
て
開
催
し
、
鑑
賞
会
に
は
平
均
30
名
の
出
席
が
あ
り
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
従
来
実
施
し
て
い
た
方

法
を
一
部
変
更
し
て
鑑
賞
刀
の
入
札
を
行
い
ま
し
た
。

　

�

ま
た
定
例
鑑
賞
会
に
あ
わ
せ
て
、
平
成
24
年
９
月
か
ら
刀
剣
を
手
に
と
っ
て
鑑
賞
し

た
こ
と
の
な
い
初
心
者
の
方
向
け
の
刀
剣
の
扱
い
方
、
鑑
賞
の
方
法
を
学
ぶ
た
め
の

「
日
本
刀
鑑
賞
マ
ナ
ー
講
座
」
を
予
約
制
で
開
催
、
修
了
し
た
方
に
は
修
了
証
を
発
行

し
、
令
和
３
年
度
は
140
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
５
月
の
定
例
鑑
賞
会

及
び
日
本
刀
鑑
賞
マ
ナ
ー
講
座
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
状
況
を
鑑
み
、

開
催
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

�

そ
の
他
協
力
団
体
が
公
益
事
業
と
し
て
開
催
す
る
鑑
賞
会
に
、
依
頼
に
よ
り
鑑
定
刀

の
貸
与
及
び
講
師
の
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。令
和
３
年
度
は
46
件
の
依
頼
が
あ
り
、刀

剣
類
５
点
を
貸
与
し
、
鑑
賞
の
指
導
を
講
師（
当
協
会
学
芸
員
）が
行
い
ま
し
た
。
協

力
団
体
開
催
の
鑑
賞
会
の
出
席
者
は
平
均
20
名
で
し
た
。 

⑶　

作
品
発
表
会
（
現
代
刀
職
展
）

　

�

新
作
名
刀
展
（
作
刀
、
刀
身
彫
、
彫
金
の
職
方
の
作
品
）
及
び
刀
剣
研
磨
・
外
装
技

術
発
表
会
作
品
展
（
研
磨
、
白
鞘
、
刀
装
、
柄
前
、
白
銀
の
職
方
の
作
品
）
を
改
組

し
た
２
０
２
１
年
度
現
代
刀
職
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
展
示
は
現
代
作
家
の
作

品
発
表
の
場
の
提
供
及
び
多
く
の
方
に
技
倆
の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
令
和
３
年
７
月
17
日（
土
）～
９
月
20
日（
月
）ま
で
の
開
催
期
間
で�

２
，
５
６
６
名
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑷　

古
伝
書
等
の
公
開

　

�

当
協
会
収
蔵
の
古
伝
書
、
一
般
刀
剣
関
係
書
籍
等
を
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
10
時�

か
ら
16
時（
12
時
～
13
時
を
除
く
）ま
で
、
事
前
予
約
制
で
一
般
の
利
用
に
供
し
ま�

し
た
。

　

�

入
室
、
閲
覧
は
無
料
と
し
、
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス（
有
料
）も
提
供
し
ま
し
た
。
令
和
３

年
度
は
35
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

⑸　

刀
剣
相
談

　

�

当
協
会
に
来
館
、
ま
た
は
書
面
、
電
話
で
の
刀
剣
等
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受

け
付
け
、刀
剣
類
の
文
化
財
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

刀
剣
類
の
手
入
れ
方
法
や
保
存
方
法
に
つ
い
て
も
助
言
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
銃
砲

刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
に
基
づ
く
所
轄
警
察
署
へ
の
届
出
等
、
関
係
法
令
の
周
知
徹

底
を
図
り
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
へ
の
登
録
申
請
の
相
談
も
受
け
登
録
業
務
に

協
力
い
た
し
ま
し
た
。

⑹　

広
報
誌
の
発
行

　

�
令
和
３
年
度
は
広
報
誌『
刀
剣
美
術
』を
771
号
か
ら
782
号
ま
で
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

当
協
会
の
編
集
委
員
及
び
編
集
担
当
職
員
が
毎
月
編
集
委
員
会
を
開
催
し
て
内
容
を

検
討
し
、
投
稿
さ
れ
た
刀
剣
関
係
の
論
文
、
随
想
、
資
料
の
紹
介
等
の
掲
載
の
他
、

鑑
賞
会
の
報
告
及
び
当
協
会
や
刀
剣
界
の
情
報
発
信
源
と
し
て
、
ま
た
刀
剣
類
の
知

識
の
向
上
を
目
的
と
し
て
会
員
の
皆
様
へ
の
配
布
の
み
な
ら
ず
、
刀
剣
博
物
館
に
お

い
て
も
一
般
に
販
売
い
た
し
ま
し
た
。

　

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会　

令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
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⑺　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用

　

�『
刀
剣
美
術
』
誌
と
共
に
、
当
協
会
や
刀
剣
界
の
情
報
発
信
源
と
し
て
活
用
し
て
い

る
ほ
か
、
刀
剣
の
知
識
が
学
べ
る
よ
う
な
ペ
ー
ジ
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

�

ま
た
、『
刀
剣
美
術
』
誌
の
一
部
記
事
を
英
訳
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
、
海
外
の
研
究
者
、
愛
刀
家
等
の
要
望
に
も
応
え
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
た
お
客
様
に
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
努

め
、
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
運
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
教
育
、
講
習
事
業

⑴　

第
54
回
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
研
修
会
並
び
に
鍛
冶
研
ぎ
研
修
会

　

�

刀
職
者
の
技
術
の
向
上
と
そ
の
普
及
を
目
的
と
す
る
こ
の
研
修
会
は
、
広
報
誌
『
刀

剣
美
術
』、
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
研
修
生
を
募
集
し
、
当
協
会
講
堂
に
お
い
て

令
和
３
年
６
月
25
日（
金
）か
ら
６
月
30
日（
水
）ま
で
６
日
間
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

�

研
修
部
門
は
「
研
磨
の
部
」「
鍛
冶
研
ぎ
の
部
」（
前
半
３
日
間
）及
び
外
装
の
部
と

し
て
「
白
鞘
の
部
」「
柄
前
の
部
」「
白
銀
の
部
」（
後
半
３
日
間
）で
あ
り
、「
研
磨

の
部
」
は
研
師
の
無
鑑
査
認
定
者
の
講
師
に
よ
り
、「
仕
上
げ
研
ぎ
」を
研
修
テ
ー
マ

と
し
て
実
施
し
、
特
別
研
修
生
２
名
、
研
修
生
１
名
、
聴
講
生
６
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。「
白
鞘
の
部
」
は
鞘
師
の
講
師
に
よ
り
、「
搔
き
入
れ
の
基
礎
技
法
」
を
研

修
テ
ー
マ
と
し
て
実
施
し
、
研
修
生
１
名
、
聴
講
生
１
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

「
柄
前
の
部
」
は
柄
巻
師
の
無
鑑
査
認
定
者
の
講
師
に
よ
り
「
柄
巻
の
基
礎
技
法
」

を
研
修
テ
ー
マ
と
し
て
実
施
し
、
研
修
生
１
名
、
聴
講
生
１
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。「
白
銀
の
部
」
は
鎺
師
の
無
鑑
査
認
定
者
の
講
師
に
よ
り
、「
着
せ
の
基
礎
技
法
」

を
研
修
テ
ー
マ
と
し
て
実
施
し
、
研
修
生
２
名
、
聴
講
生
５
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
３
年
間
の
研
修
修
了
者
は
、
研
磨
の
部
の
特
別
研
修
生
２
名
、
研
磨
の
部
研
修

生
１
名
、
柄
前
の
部
の
研
修
生
１
名
、
白
銀
の
部
の
研
修
生
１
名
が
お
り
、
修
了
証

書
を
交
付
し
、
そ
の
他
研
修
生
、
聴
講
生
に
は
そ
れ
ぞ
れ
研
修
証
書
、
聴
講
証
書
を

交
付
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
鍛
冶
研
ぎ
の
部
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
開
催
を
見
合

わ
せ
ま
し
た
。

　

�

ま
た
、
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
刀
職
技
能
訓
練
講
習
会
、
作
刀
技
術
実
施
研

修
会
及
び
日
刀
保
た
た
ら
で
の
村
下
養
成
研
修
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
状
況
を
鑑
み
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

３
．
コ
ン
ク
ー
ル
事
業

⑴　

２
０
２
１
年
度
現
代
刀
職
展

　

�

現
代
作
家
の
技
術
の
向
上
及
び
普
及
を
目
的
に
、
新
作
名
刀
展
及
び
刀
剣
研
磨
・
外

装
技
術
発
表
会
を
改
組
、
新
た
に
現
代
刀
職
展
と
し
た
作
刀
の
部
、
刀
身
彫
の
部
、

彫
金
の
部
、
研
磨
の
部
及
び
外
装
の
部
と
し
て
白
鞘
の
部
、
刀
装
の
部
、
柄
前
の
部
、

白
銀
の
部
の
８
部
門
に
つ
い
て
広
報
誌『
刀
剣
美
術
』、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
刀
剣

博
物
館
掲
示
板
で
公
募
し
、
作
刀
の
部
、
刀
身
彫
の
部
、
彫
金
の
部
は
令
和
３
年
４

月
５
日（
月
）か
ら
７
日（
水
）の
間
受
け
付
け
、令
和
３
年
４
月
14
日（
水
）に
審
査
会
を

開
催
し
、
ま
た
、
研
磨
の
部
、
白
鞘
の
部
、
刀
装
の
部
、
柄
前
の
部
及
び
白
銀
の
部

は
令
和
３
年
６
月
１
日（
火
）か
ら
３
日（
木
）ま
で
受
け
付
け
し
、
令
和
３
年
６
月
10

日（
木
）に
審
査
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
無
鑑
査
に
よ
る
出
品
は
、
作
刀
の
部
９
点
、

彫
金
の
部
２
点
、
研
磨
の
部
８
点
、
柄
前
の
部
３
点
、
白
銀
の
部
２
点
の
合
計
24
点

で
し
た
。

　

�

令
和
３
年
７
月
29
日（
木
）午
後
１
時
30
分
か
ら
第
一
ホ
テ
ル
両
国
５
階
清
澄
に
お
い

て
表
彰
式
を
執
り
行
い
、
入
賞
者
に
賞
金
、
賞
状
及
び
副
賞
、
入
選
者
に
入
選
証
書

を
そ
れ
ぞ
れ
交
付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
部
門
に
つ
い
て
審
査
員
の
代
表
が
審
査
員

講
評
を
行
い
ま
し
た
。
展
示
は
令
和
３
年
７
月
17
日（
土
）か
ら
９
月
20
日（
祝
・
月
）

ま
で
刀
剣
博
物
館
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

全
部
門
の
受
付
点
数
、
審
査
結
果
は
34
ペ
ー
ジ
表
２
の
と
お
り
で
す
。

４
．
検
定
・
資
料
収
集
事
業

⑴　

刀
剣
類
の
保
存
・
特
別
保
存
審
査

　

�
４
月
、
７
月
、
10
月
と
１
月
を
除
き
、
毎
月
保
存
刀
剣
及
び
特
別
保
存
刀
剣
等
の�

審
査
を
実
施
し
、
刀
剣
は
６
月
か
ら
の
３
か
月
毎
に
、
刀
装
・
刀
装
具
は
５
月
か
ら

の
３
か
月
毎
に
該
当
月
の
指
定
し
た
３
日
間
で
受
け
付
け
ま
す
。
受
付
点
数
に
応
じ

て
審
査
会
を
複
数
回
設
け
、
審
査
は
理
事
会
の
決
議
を
経
て
会
長
が
指
名
ま
た
は
委

嘱
し
た
審
査
員
に
よ
り
、
審
査
規
程
に
則
り
厳
正
に
審
査
を
行
い
、
合
格
し
た
も
の

に
は
鑑
定
書
を
発
行
し
ま
し
た
。
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�

な
お
、
各
審
査
月
に
お
い
て
継
続
的
に
多
数
の
申
請
が
あ
る
状
況
か
ら
、
審
査
物
件

保
全
に
万
全
を
期
す
た
め
、
平
成
30
年
度
よ
り
そ
れ
ま
で
の
隔
月
か
ら
３
か
月
毎
の

受
付
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
令
和
４
年
３
月
審
査
受
付
分
か
ら
事
前
予
約

制
と
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
請
方
法
を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
受
付
点
数
、
合
格
点
数
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　

区　
　
　

分　
　
　
　
　

受
付
点
数　
　
　
　

合
格
点
数

　
　

保　
　

存　

刀　

剣　
　

６
，
７
６
２　
　
　

４
，
５
９
９

　
　
　
　
　
　
　

刀　

装　
　
　
　

３
６
３　
　
　
　
　

１
８
７

　
　
　
　
　
　
　

刀
装
具　
　

３
，
６
５
０　
　
　

２
，
１
０
８

　
　

特
別
保
存　

刀　

剣　
　

３
，
６
２
５　
　
　

２
，
４
６
０

　
　
　
　
　
　
　

刀　

装　
　
　
　

１
５
２　
　
　
　
　
　

９
７

　
　
　
　
　
　
　

刀
装
具　
　

１
，
１
０
５　
　
　
　
　

９
１
０

⑵　

刀
剣
類
の
重
要
・
特
別
重
要
審
査

　

�

第
67
回
重
要
刀
剣
等
審
査
は
10
月
４
日（
月
）か
ら
６
日（
水
）ま
で
の
３
日
間
で
受
け

付
け
い
た
し
ま
し
た
。
審
査
は
理
事
会
の
議
を
経
て
会
長
が
指
名
ま
た
は
委
嘱
し
た

審
査
員
に
よ
り
、
審
査
規
程
に
則
り
厳
正
に
第
１
次
及
び
第
２
次
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
指
定
品
の
指
定
書
及
び
指
定
品
を
纏
め
た
図
譜
を
現
在
作
成
中
で
す
。

　

�

ま
た
、
指
定
品
の
展
示
は
令
和
４
年
１
月
８
日（
土
）か
ら
２
月
20
日（
日
）ま
で
刀
剣

博
物
館
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

�

受
付
点
数
、
合
格
点
数
は
次
の
通
り
で
し
た
。
な
お
、
２
年
毎
に
実
施
す
る
特
別
重

要
刀
剣
等
審
査
は
、
該
当
年
で
は
な
い
た
め
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

区　
　
　

分　
　
　
　
　

受
付
点
数　
　
　
　

合
格
点
数

　

第
67
回
重
要　

刀　

剣　
　
　
　

８
５
２　
　
　
　
　

１
１
１

　
　
　
　
　
　
　

刀　

装　
　
　
　
　

５
０　
　
　
　
　
　

１
１

　
　
　
　
　
　
　

刀
装
具　
　
　
　

２
６
１　
　
　
　
　
　

４
５

⑶　

資
料
収
集

　

�

保
存
・
特
別
保
存
・
重
要
・
特
別
重
要
各
審
査
の
合
格
物
件
す
べ
て
の
調
書
を
作
成

し
、
写
真
も
し
く
は
押
形
と
共
に
保
管
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
管
理
し
ま
し
た
。
過

去
の
合
格
物
件
も
順
次
デ
ー
タ
化
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

�

ま
た
、
全
国
の
重
要
文
化
財
等
の
保
管
施
設
に
職
員
を
派
遣
し
、
刀
剣
押
形
等
の
貴

重
な
資
料
の
収
集
を
行
い
、
収
集
し
た
資
料
を
刀
剣
美
術
に
て
公
開
し
ま
し
た
。

５
．
資
格
付
与
事
業

⑴　

無
鑑
査
の
選
任

　

�

今
年
度
末
現
在
、
無
鑑
査
認
定
者
は
作
刀
の
部
が
17
名
、
彫
金
の
部
が
３
名
、
研
磨

の
部
が
15
名
、
外
装
の
部
が
10
名
で
す
。

⑵　

伝
位
授
与

　

�

伝
位
審
議
会
を
６
月
、９
月
、12
月
及
び
令
和
３
年
３
月
の
４
回
開
催
し
、
初
伝
位�

５
名
、
中
伝
位
５
名
の
合
計
10
名
の
合
格
を
認
め
る
と
と
も
に
、
理
事
会
等
の
決
定

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
伝
位
証
書
を
授
与
し
ま
し
た
。

⑶　

刀
剣
等
指
導
員
・
刀
剣
等
指
導
補
助
員
登
録

　

�

刀
剣
等
指
導
員
規
程
に
よ
る
指
導
員
登
録
の
申
請
が
５
名
よ
り
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
刀
剣
等
指
導
員
規
程
第
２
条
の
資
格
を
有
し
て
い
る
た
め
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま

し
た
。
刀
剣
等
指
導
員
の
資
格
要
件
に
中
伝
位
以
上
を
授
与
さ
れ
た
者
と
規
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
伝
位
授
与
と
連
動
し
て
指
導
員
と
し
て
刀
剣
文
化
の
普
及
に
活

躍
す
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
は
刀
剣
等
指

導
補
助
員
の
申
請
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

６
．
た
た
ら
製
鉄
事
業

　

�

毎
年
３
代
実
施
し
て
い
る
た
た
ら
操
業
を
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
状
況
に
鑑
み
、
令
和
４
年
３
月
２
日（
水
）か
ら
３
月
５
日（
土
）ま
で
１
代
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
操
業
開
始
前
の
準
備
と
し
て
数
日
前
よ
り
釜
土
の
混

練
や
本
床
へ
の
火
入
れ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
炉
床
の
状
態
を
整
え
、
本
操
業
に
臨

み
、
伝
統
技
術
の
保
存
・
伝
承
に
努
め
ま
し
た
。

　

�
操
業
自
体
は
下
準
備
か
ら
始
ま
り
、
釜
作
り
・
３
昼
夜
操
業
・
釜
壊
し
を
１
単
位
つ

ま
り
１
代
と
数
え
、
釜
作
り
以
降
の
作
業
を
行
い
、
約
２
・
５
ト
ン
の
鉧
を
生
産
し

ま
し
た
。

　

�

ま
た
操
業
終
了
後
か
ら
は
、
生
産
さ
れ
た
鉧
を
破
砕
し
翌
年
度
以
降
の
玉
鋼
配
布
準

備
の
た
め
等
級
毎
に
選
別
す
る
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

�

操
業
期
間
外
で
は
、
日
刀
保
た
た
ら
村
下
の
指
導
の
も
と
、
ほ
ぼ
通
年
で
以
下
の
作
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業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
①
た
た
ら
炭
の
生
産
（
約
36
ト
ン
）、
②
粘
土
の
選
別
と
確�

保
、
③
注
文
に
応
じ
て
の
玉
鋼
発
送
作
業
、
④
そ
の
他
適
宜
発
生
す
る
業
務
。
さ
ら

に
、
生
産
さ
れ
た
玉
鋼
に
つ
い
て
全
国
の
刀
匠
に
頒
布
の
文
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。

７
．
刀
剣
文
化
振
興
の
助
成
事
業

　

�

当
協
会
の
協
力
団
体
は
３
月
末
日
現
在
国
内
に
82
団
体
、
海
外
に
４
団
体
設
立
さ
れ

て
お
り
、
全
国
及
び
海
外
の
刀
剣
普
及
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
国
内
82
団
体
〉

日
刀
保
根
室
支
部　

日
刀
保
帯
広
支
部　

日
刀
保
札
幌
支
部　

日
刀
保
旭
川
支
部

日
刀
保
青
森
県
支
部　

日
刀
保
八
戸
支
部　

日
刀
保
岩
手
県
支
部

日
刀
保
秋
田
県
支
部　

日
刀
保
羽
後
秋
田
支
部　

日
刀
保
庄
内
支
部

日
刀
保
山
形
支
部　

日
刀
保
米
沢
支
部　

宮
城
県
美
術
刀
剣
保
存
協
会

日
刀
保
会
津
支
部　

日
刀
保
福
島
県
南
支
部　

日
刀
保
い
わ
き
支
部

日
刀
保
福
島
支
部　

新
誠
会　

日
刀
保
高
崎
支
部　

日
刀
保
茨
城
県
支
部

日
刀
保
茨
城
県
西
北
支
部　

土
浦
亀
城
刀
剣
会　

日
刀
保
栃
木
県
支
部

埼
玉
県
刀
剣
保
存
協
議
会　

日
刀
保
千
葉
県
東
部
支
部　

日
刀
保
千
葉
県
支
部

日
刀
保
東
京
都
支
部　

日
刀
保
東
京
多
摩
支
部　

日
刀
保
横
浜
支
部　

鎌
倉
刀
剣
会

日
刀
保
湘
南
支
部　

日
刀
保
山
梨
県
支
部　

日
刀
保
新
潟
支
部　

日
刀
保
長
岡
支
部

日
刀
保
富
山
県
支
部　

越
前
愛
刀
会　

日
刀
保
石
川
県
支
部　

日
刀
保
若
狭
支
部

日
刀
保
福
井
支
部　

日
刀
保
長
野
県
南
支
部　

日
刀
保
長
野
県
北
支
部

日
刀
保
長
野
県
東
信
支
部　

日
刀
保
静
岡
県
支
部　

日
刀
保
静
岡
東
部
支
部

日
刀
保
三
河
支
部　

日
刀
保
名
古
屋
支
部　

日
刀
保
岐
阜
県
支
部

日
刀
保
三
重
県
支
部　

日
刀
保
京
都
府
支
部　

日
刀
保
大
阪
支
部

日
刀
保
兵
庫
県
支
部　

姫
路
し
ら
さ
ぎ
刀
剣
会　

日
刀
保
奈
良
県
支
部

日
刀
保
和
歌
山
県
支
部　

日
刀
保
岡
山
県
支
部　

日
刀
保
山
口
県
支
部

広
島
県
美
術
刀
剣
保
存
協
会　

日
刀
保
島
根
県
支
部　

日
刀
保
鳥
取
県
支
部

日
刀
保
香
川
県
支
部　

日
刀
保
四
国
讃
岐
支
部　

日
刀
保
香
川
西
支
部

日
刀
保
愛
媛
県
支
部　

日
刀
保
徳
島
県
支
部　

日
刀
保
高
知
県
支
部

日
刀
保
北
九
州
支
部　

日
刀
保
八
幡
支
部　

日
刀
保
博
多
支
部

福
岡
美
術
刀
剣
振
興
会　

福
岡
県
文
化
財
保
存
協
会　

日
刀
保
筑
後
支
部

日
刀
保
熊
本
県
支
部　

日
刀
保
宮
崎
支
部　

日
刀
保
延
岡
支
部　

日
刀
保
長
崎
支
部

日
刀
保
佐
賀
県
支
部　

葉
隠
刀
友
会　

日
刀
保
大
分
支
部　

日
刀
保
大
分
県
北
支
部

日
刀
保
鹿
児
島
県
支
部　

薩
摩
刀
栄
会　

e-

刀
剣
研
究
会

〈
海
外
４
団
体
〉

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
支
部　

ア
メ
リ
カ
支
部　

ロ
シ
ア
支
部　

イ
タ
リ
ア
支
部

⑴　

協
力
団
体
で
開
催
す
る
鑑
賞
会
へ
講
師
の
派
遣
及
び
鑑
賞
刀
剣
の
貸
与

　

１
の
⑵
鑑
賞
会
事
業
参
照
。

⑵　

協
力
団
体
で
開
催
す
る
鑑
賞
会
へ
鑑
賞
刀
剣
の
み
の
貸
与

　

令
和
３
年
度
は
11
件
。

⑶　

協
力
団
体
で
主
催
す
る
刀
剣
類
の
展
示
会
の
助
成
及
び
共
催  

　

今
年
度
は
以
下
の
１
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　

四
国
讃
岐
支
部
「
名
刀
見
参
─
京
極
家
の
宝
刀
ニ
ッ
カ
リ
青
江
公
開
」

Ⅱ　

管
理
部
門

１
．
会
員
の
状
況　

34
ペ
ー
ジ
表
３
の
通
り
。

　

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
の
新
入
会
者
は
96
名
。

　

今
後
も
会
員
獲
得
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
職
員
に
関
す
る
事
項

　

職
員
数
計
28
名　

男
子
18
名　

女
子
10
名（
前
期
末
比
増
減
な
し
）

　

平
均
年
齢　

男
子
50
歳　

女
子
43
歳

３
．
役
員
会
等
に
関
す
る
事
項

⑴　

令
和
３
年
度
（
定
款
第
44
条
に
よ
る
理
事
会
）

　

日
時　

令
和
３
年
４
月
19
日（
月
）

　

議
題　

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
に
つ
い
て

⑵　

令
和
３
年
度
第
１
回
理
事
会

　

日
時　

令
和
３
年
７
月
８
日（
木
）　

午
後
１
時
30
分
か
ら
２
時
45
分

　

議
題　

１　

�
令
和
２
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算（
計
算
書
類
等
及
び
財
産
目
録
）に
つ

い
て

N
P09

2

A
F15H

CC 2020

N
P09

2

A
F15H

CC 2020

仕上サイズ
データ 登録
257
182
右アキ

257
182
右

天地
左右
アキ



33　　刀剣美術2022.8（787号）

　
　
　
　

２　

定
時
評
議
員
会
の
招
集
に
つ
い
て

　
　
　
　

３　

基
本
財
産
へ
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て

⑶　

令
和
３
年
度
定
時
評
議
員
会

　

日
時　

令
和
３
年
７
月
28
日（
水
）　

午
後
１
時
30
分
か
ら
２
時
25
分

　

議
題　

１　

�
令
和
２
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算（
計
算
書
類
等
及
び
財
産
目
録
）に
つ

い
て

　
　
　
　

２　

理
事
の
選
任
に
つ
い
て

⑷　

令
和
３
年
度
臨
時
理
事
会

　

日
時　

令
和
３
年
７
月
28
日（
水
）　

午
後
２
時
30
分
か
ら
３
時

　

議
題　

�

会
長
、
専
務
理
事
及
び
常
務
理
事
の
選
定
並
び
に
職
務
代
行
順
位
の
決
定
に

つ
い
て

⑸　

令
和
３
年
度
（
定
款
第
44
条
に
よ
る
理
事
会
）

　

日
時　

令
和
３
年
12
月
６
日（
月
）

　

議
題　

審
査
員
の
選
任
に
つ
い
て

⑹　

令
和
３
年
度
（
定
款
第
44
条
に
よ
る
理
事
会
）

　

日
時　

令
和
４
年
１
月
20
日（
木
）

　

議
題　

審
査
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

⑺　

令
和
３
年
度
理
事
会
第
２
回
理
事
会

　

日
時　

令
和
４
年
３
月
31
日（
木
）　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時

　

議
題　

１　

�

令
和
４
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算（
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込

み
を
含
む
）に
つ
い
て

　
　
　
　

２　

規
則
類
の
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　

３　

令
和
４
年
度
審
査
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　

４　

現
代
刀
職
展
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　

５　

伝
位
審
議
会
審
議
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　

６　

刀
剣
博
物
館
資
料
収
集
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　

７　

役
員
賠
償
責
任
保
険
に
つ
い
て

Ⅲ　

そ
の
他

⑴　

外
部
文
化
団
体
等
か
ら
の
出
陳
要
請
に
よ
り
協
会
所
蔵
文
化
財
の
ほ
か
、
玉
鋼
、

砂
鉄
や
、
た
た
ら
製
鉄
の
工
程
な
ど
の
パ
ネ
ル
を
貸
与
し
ま
し
た
。
ま
た
各
文
化
団

体
等
か
ら
の
要
請
に
よ
り
所
蔵
文
化
財
等
の
画
像
を
貸
与
し
ま
し
た
。

⑵　

刀
剣
博
物
館
は
海
外
か
ら
の
関
心
も
高
く
、
ま
た
協
会
主
催
の
研
修
会
に
海
外
在

住
者
の
参
加
希
望
も
あ
り
、
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
で
き
る
限
り
柔
軟
に
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

⑶　

当
協
会
は
昭
和
23
年
に
東
京
国
立
博
物
館
内
に
お
い
て
設
立
さ
れ
、
昭
和
43
年�

２
月
に
代
々
木
の
地
に
会
館
を
建
設
し
て
移
転
し
ま
し
た
。
約
半
世
紀
を
経
過
し
、

建
物
の
老
朽
化
が
激
し
く
、
東
京
都
墨
田
区
旧
安
田
庭
園
内
両
国
公
会
堂
跡
地
へ
の

新
築
移
転
計
画
を
進
め
、
墨
田
区
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
所
と
の
協
議
・
検
討
を

経
て
、
平
成
28
年
７
月
に
工
事
着
工
、
平
成
29
年
８
月
に
竣
工
、
刀
剣
博
物
館
は
平

成
30
年
１
月
19
日
よ
り
開
館
し
、令
和
５
年
度
中
の
公
開
承
認
施
設
取
得
に
向
け
、関

係
機
関
の
ご
指
導
を
得
な
が
ら
、
引
き
続
き
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

墨
田
区
と
は
移
転
時
か
ら
友
好
関
係
を
構
築
し
、
合
同
企
画
の
実
施
等
連
携
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
事
業
報
告
に
は
、
定
款
第
11
条
に
規
定
す
る
附
属
明
細
書
「
事
業
報
告

の
内
容
を
補
足
す
る
重
要
な
事
項
」
が
存
在
し
な
い
た
め
作
成
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

�

令
和
４
年
６
月

N
P09

2

A
F15H

CC 2020

N
P09

2

A
F15H

CC 2020

仕上サイズ
データ 登録
257
182
右アキ

257
182
右

天地
左右
アキ
















